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令和８年度 川崎市ミニバスケット連盟 交歓会競技規則等 

〇 ⼤会について 

 

・ ７⼈での出場が可能（各選⼿３回までの出場可） 

・ 試合時間︓５分×４クォーター制（クォーター間インターバル１分） 

・ ゴールの⾼さ、試合球は現⾏通り ３Ｐは導⼊しない 

・ スコアラーによる登録はなし 

 

〇 競技規則 

 

① タイムアウト 

 

★ 前半１回、後半１回（オーバータイム含む） 

・４５秒間 

・タイムアウト取得前の位置から試合再開 

★ メディカルタイムアウトは⼤会当⽇の気候により、審判の判断で各クォーターに取ることができる。 

 

② オーバータイムの変更 

・ポゼッションアローに従って開始する。 

・ファウルや攻める⽅向は、４Q のまま⾏う。 

★ １点先取ではなく、２分間⾏う。 

 

③ マンツーマンディフェンスの基準規則 

 

★ MC はつけない。ゾーンディフェンスは禁⽌。 

 

④ 交代について 

【交代が認められるとき】 

・交代は４クォーターとオーバータイムに何回でも可能 
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・審判が笛を吹いてゲームクロックが⽌まったとき 

・ファウルの後、審判がテーブルオフィシャルに伝達を終えたとき 

・最後のフリースローが成功したとき 

・タイムアウトのとき 

★ 
１・２・３クォーターに出場した選⼿（３回出場した選⼿）は、オーバータイムの交代での出場はでき

ない。 

 

※ 
ケガによる交代はすべてのクォーターで可能。ただし、退場・出場した選⼿は出場時間が１秒でも１クォーター出

場した扱いになる。 

・怪我をしたプレーヤーは速やかに（約１５秒以内）プレーを継続できない場合、⼿当てを受ける場合は交代

しなければならない。 

・ゲーム中に出⾎したり傷⼝が開いたりしているプレーヤーは、交代しなければならない。 

⑤ ２４秒ルールと１４秒ルールについて 

・２４秒計が設置されているときは、旗を使⽤しない。 

・旗を使うときは、残り１０秒〜５秒が⻩⾊、残り５秒〜０秒が⾚⾊で知らせる。 

● ２４秒の始まり 

・コート上でプレーヤーがライブのボールをコントロールしたとき 

・スローインのときは、コート上のプレーヤーがスローインされたボールを正当に触れ、そのボールをコント

ロールしたとき 

● ２４秒の終わり 

・シュートが⼊ったとき 

・相⼿チームがボールをコントロールしたとき 

・ファウル、バイオレーションでスローインになったとき 

・フリースローのとき 

・その他、審判から指⽰があったとき 

※ アウトオブバウンズでボールをコントロールしていたチームが引き続きスローインする場合は除く。 

● １４秒にリセットするとき 

・シュートがリングに触れた後、それまでボールをコントロールしていたチームが引き続きボールをコントロ

ールしたとき（オフェンスリバウンド） 

・シュートがリングに触れた後、ディフェンスがリバウンドをキャッチミスして、オフェンスのスローインに

なったとき 


